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P.　2 ー３ 新年のご挨拶
P.　4 ー 5 平成三十年冬巡業

大相撲阿蘇高森場所
P.　６ たかもりタウンTOPICS
P.　７ 高SPOだより／

高森町スポーツ活動報告
◀携帯電話・スマートフォンからも
　「広報たかもり」をご覧になれます。

1
恭賀新年 亥



次
の
「
新
し
い
高
森
町
」
を
目
指
し
て

２
０
１
９
年

新
年
の
ご
挨
拶

高
森
町
長

　
　
草 

村
　
大 

成

問 ☎６２−９０３４
火災・救急１１９

　日頃より阿蘇広域消防本部南部分
署・野尻草部分駐所の消防業務に対し
まして、ご理解とご協力を賜り心より
お礼申し上げます。
　さて、昨年中の火災、救急件数をみ
ますと、高森町においては、６件の火
災（建物２件、林野２件、車両１件、
その他１件）が発生し、３３１件の
救急がありました（12 月７日現在）。
そのような中、火災において人的被害
は発生しませんでした。　
　また、７月に実施されました阿蘇郡
消防操法大会では、町代表２チームが
優勝こそ成りませんでしたが優秀な成
績を収められました。さらに 10 月に、
らくだ山周辺で実施されました林野火

　高森町の皆様、新年明けまして
おめでとうございます。
　日頃から高森警察署の業務に対
し、ご理解とご協力を賜り心から
お礼申し上げます。
　熊本県警察では、今年も「県民
の期待と信頼に応える強い警察」
を運営方針とし、町民の皆様が安
全で安心して暮らしていただけま
すよう、署員一丸となって業務に
邁進して参ります。
　どうぞ宜しくお願いいたしま
す。

　　　　　　　　高森警察署長　
　　　　　　　　　　　　小川光一郎

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
町

政
の
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
全
線

復
旧
に
向
け
た
工
事
の
着
工
や
高

森
駅
周
辺
再
開
発
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
へ
の
着
手
な
ど
、
熊
本
地
震

か
ら
の
復
興
に
向
け
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
を
実
感
で

き
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
完
全
に
復
旧

す
る
ま
で
に
は
、
未
だ
多
く
の
課

題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
震
災
か
ら
の

創
造
的
復
興
と
地
域
の
安
心
・
安

全
を
最
優
先
に
位
置
づ
け
、「
平

成
28
年
熊
本
地
震
　
高
森
町
復

旧
・
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
更
に
本
年
も
“
た
か
も
り
ポ

イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
”
を
活
用
し

て
、
町
の
情
報
の
発
信
を
行
い
、

わ
か
り
や
す
さ
を
徹
底
し
、
情
報

の
共
有
・
共
感
の
充
実
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
取
り
組

災防ぎょ訓練
では、消防団
による防災消
防ヘリとの連
携、消防本部との協力体制により、水
利の少ない中での林野火災に対する体
制強化を図ることができました。今後
も、より充実した体制の構築を目指し
ます。
　最後になりますが、本年が災害のな
い平穏な一年となりますよう願い、み
なさまが安心して暮らせますよう職員
一丸となって業務に邁進して参ります
ので、どうぞよろしくお願い致します。
　　　　　　南部分署　分署長
　　　　　　　　　　　　嶋田登志也

高森町のみなさま
新年あけましておめでとうございます。 ～新年のご挨拶～

問 ☎６２−０１１０
 通報・相談 110

ん
で
参
り
ま
す
。

　
私
も
町
政
を
お
預
か
り
し
て
２

期
８
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
将
来

の
子
ど
も
た
ち
に
「
誇
れ
る
高
森

町
」
を
目
指
し
、
新
し
い
高
森
町

づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
て
参
り
ま

し
た
。
本
年
も
皆
様
と
と
も
に
高

森
町
の
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
向

け
、
全
力
で
邁
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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次
の
「
新
し
い
高
森
町
」
を
目
指
し
て

高
森
町
議
会
議
長

　
　
田 

上
　
更 

生 
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

  

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、「
熊
本
地
震
」

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
、
あ
る
一

定
の
区
切
り
が
つ
き
、
高
森
町
の

経
済
復
興
も
順
調
に
進
み
ま
し

た
。

　
今
後
は
、「
南
阿
蘇
鉄
道
」
の

復
旧
に
合
わ
せ
た
高
森
駅
周
辺
開

発
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
、「
観

光
立
町
」
を
掲
げ
る
に
相
応
し
い

事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
産
業
・
観
光
・
福
祉
・

教
育
の
各
分
野
に
政
策
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
不
十
分
な
点

を
町
民
と
の
対
話
か
ら
導
く
た
め

の
「
議
会
報
告
会
」
で
意
見
集
約

に
努
め
、
執
行
部
へ
の
提
案
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
重
ね
て
、
議

会
広
報
「
絆
」
の
紙
面
で
「
町
民

の
声
」
を
追
加
し
、
よ
り
多
く
の

ご
理
解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
身
近
な
情
報
を
届
け

る
た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
は
、
多
く
の
反
響
を
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
喜
ば
れ
る
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
し
て
躍
進
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
の
時
代
は
、
情
報
産
業
が

目
覚
し
い
躍
進
を
遂
げ
た
時
代
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
新
し
い

vol. 5

美しい村を探す
～九州・沖縄～

Explore beautiful villages 
in the southern part of Japan

～名峰由布岳にたたずむ
　　　　　　　　農風景～

塚原地区（大分県）
人口：３６５人

　

観
光
地
と
し
て
有
名
な
湯
布
院

の
中
心
地
か
ら
車
で
15
分
、
高
原

地
帯
に
あ
る
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四

方
の
小
さ
な
集
落
が
塚
原
地
区
で

す
。
人
口
３
６
５
人
の
自
治
区
、

農
業
と
酪
農
、
観
光
業
が
主
な
産

業
で
あ
り
、
こ
こ
20
年
、
美
し
い

景
観
と
静
寂
に
魅
せ
ら
れ
て
移
住

者
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
由
布

岳
と
牧
草
地
、
田
園
、
雑
木
林
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
さ
っ
た

美
し
い
農
村
風
景
と
、
２
５
０

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
文

化
・
甘
酒
祭
り
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
１
年
に
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

同
じ
湯
布
院
で
あ
り
な
が
ら
、

に
ぎ
や
か
で
活
力
の
あ
る
由
布
院

温
泉
周
辺
と
、
森
や
水
田
、
草
原

に
つ
つ
ま
れ
、
静
か
で
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
が
流
れ
る
塚
原
地
区
、

対
照
的
な
2
つ
の
地
域
が
内
在
し

て
い
る
の
が
、
湯
布
院
の
魅
力
で

も
あ
り
ま
す
。

　

美
し
い
景
観
を
守
り
な
が
ら
も

新
た
な
資
本
を
受
け
入
れ
る
舵
取

り
を
、
住
民
全
体
で
協
議
し
な
が

ら
未
来
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

年
号
の
時
代
で
も
、
町
民
の
幸
福

を
支
え
る
力
と
成
り
得
る
高
森
町

を
目
指
し
、
政
策
を
前
へ
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
が
高
森
町
民
の
皆
様

に
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
高
森
町
議
会
　
　

　
　
副
議
長
　
佐
　
伯
　
金
　
也

　
　
　
　
　
　
本
　
田
　
生
　
一

　
　
　
　
　
　
森
　
田
　
　
　
勝

　
　
　
　
　
　
立
　
山
　
広
　
滋

　
　
　
　
　
　
芹
　
口
　
誓
　
彰

　
　
　
　
　
　
興
　
梠
　
壽
　
一

　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
三
　
治

　
　
　
　
　
　
牛
　
嶋
　
津
世
志

美しい村塚原協議会
☎0977−85−5066
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平成三十年冬巡業　

大相撲阿蘇高森場所

　

急
に
冷
え
込
み
、
冬
本
番
の

寒
さ
と
な
っ
た
12
月
8
日(

土)

、

高
森
町
民
体
育
館
は
日
本
が
誇

る
国
技
「
相
撲
」
を
見
に
き
た

２
２
０
０
人
も
の
観
客
の
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
2
回
目
と
な
る
高
森
町
で
の
興

行
。
前
回
は
60
年
も
前
の
こ
と
。

当
時
は
、
部
屋
別
や
一
門
ご
と
の

開
催
だ
っ
た
た
め
、
全
て
の
部
屋

の
力
士
が
一
堂
に
会
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
で
す
。

　

11
月
25
日
（
日
）、
福
岡
市
で

行
わ
れ
て
い
た
九
州
場
所
が
千
秋

楽
を
迎
え
ま
し
た
。
本
場
所
は
番

付
な
ど
、
成
績
が
左
右
す
る
真
剣

勝
負
の
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
対

し
て
巡
業
は
、
力
士
と
の
交
流
が

で
き
る
ほ
か
、
相
撲
甚
句
や
禁
じ

手
を
滑
稽
に
演
じ
る
初し
ょ
っ
き
り切な
ど
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
色
が
強
く
、
好
角

家
で
な
く
と
も
楽
し
め
る
内
容
で

す
。

　
そ
も
そ
も
巡
業
は
、
相
撲
の
普

及
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
高
森
場
所
で
は
益
城

町
、
西
原
村
、
南
阿
蘇
村
の
３
町

村
か
ら
未
だ
仮
設
住
宅
な
ど
で
の

生
活
が
続
い
て
い
る
被
災
者
の

方
々
を
招
待
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
３
箇
所
の
高
齢
者

福
祉
施
設
を
嘉
風
関
と
琴
奨
菊
関

が
慰
問
。利
用
者
と
握
手
し
た
り
、

四
股
を
披
露
し
た
り
と
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
利

用
者
は「
あ
た
た
か
い
手
だ
っ
た
」

と
大
喜
び
で
し
た
。嘉
風
関
は「
長

生
き
を
し
て
私
と
琴
奨
菊
関
を
応

援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
郷
土
力
士
の
正
代
関
と
佐

田
の
海
関
が
南
阿
蘇
鉄
道
の
高
森

駅
を
訪
れ
、
地
震
以
降
、
部
分
運

行
が
続
い
て
い
る
南
阿
蘇
鉄
道
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

佐
田
の
海
関
は
、「
全
線
復
旧

し
た
暁
に
は
是
非
乗
り
た
い
。
そ

の
時
ま
で
関
取
で
い
た
い
」
と
明

る
く
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
特
別
に
用
意
さ
れ
た
フ

ル
オ
ー
プ
ン
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に

乗
る
と
、
正
代
関
は
窓
の
外
を
眺

め
な
が
ら
、「
熊
本
は
『
田
舎
』

と
言
わ
れ
る
け
ど
、『
田
舎
』
と

い
う
言
葉
は
褒
め
言
葉
だ
」
と
目

に
映
る
風
景
に
感
嘆
し
て
言
い
ま

し
た
。

▲南阿蘇鉄道（株）津留専務の説明に、
　熱心に耳を傾ける正代関と佐田の海関

　
　

　
勧
進
元
（
主
催
者
）
と
の
窓
口

と
し
て
現
場
を
取
り
仕
切
る
役
割

の
先
発
親
方
。
高
森
場
所
の
先
発

親
方
と
な
っ
た
尾
上
親
方
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
大
勢
の
お
客
様
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
役
場
を
始
め
地
元
の
方

た
ち
の
協
力
で
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
巡
業
は
き
ち
ん
と
段
取
り
し
て

い
て
も
、
何
か
し
ら
ト
ラ
ブ
ル
が

つ
き
も
の
。
で
も
、
高
森
場
所
は

地
元
の
方
が
細
や
か
に
お
手
伝
い

し
て
く
れ
た
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は

な
く
大
成
功
で
し
た
。

　

は
い
。「
押
し
相
撲
」
を
得
意

と
す
る
子
で
、
今
い
る
力
士
で
言

う
と
貴
景
勝
み
た
い
な
相
撲
を
と

る
子
で
す
。
強
い
「
郷
土
力
士
」

に
な
れ
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
応
援
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
尾
上
親
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

特 集

先
発
親
方

尾
上
親
方（
元
小
結  

濱
ノ
嶋
）

       

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

本
場
所
と
の
違
い

復
興
に
勢
い
づ
け
て

Ｑ
高
森
場
所
は

　
　
　

    

い
か
が
で
し
た
か

Ｑ 

先
発
親
方
の
役
割
で
難
し

　
い
と
こ
ろ
は
な
ん
で
す
か

Ｑ 

県
内
の
新
弟
子
を
尾
上
部

　
屋
に
迎
え
る
そ
う
で
す
ね
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▲指名制の稽古で自分をアピールする
　力士たち 高

森
巡
業
写
真
集

▼ぺたーん。「股割り」は相撲の基本動作

▲白鵬関から「かわいがり」の洗礼を受ける明生関

はい。お疲
れさん

ありがとう　ございます

巡業は、本場所のような
ピリピリ感はないです。
でも、稽古は厳しいので
楽しいとはまた違うかな？
地域の方々と交流できる
のは嬉しいです。

翔
とびざる

猿関に聞きました !!!

巡業は力士にとっても楽しいの？

稽古後 ･･･

床
とこやま

山さんの技術

髷
まげ

結い

モデル：千代翔馬関

▲油を付けた髪を櫛でとかし、
　「元結」と呼ばれる紐で髷を　
　縛ります

▲手で髷をしごき、形を
　整えていきます

▲見事な大銀杏のできあがり！

　
実
は
と
て
も
多
岐
に
わ
た
る
行

司
の
仕
事
。

　
「
た
だ
い
ま
の
決
ま
り
手
は

～
・
・
・
」
と
い
う
放
送
も
実
は

行
司
の
仕
事
で
す
。

　
取
組
の
力
士
紹
介
で
は
、
手
に

持
っ
て
い
る
単
語
帳
の
よ
う
な
も

の
に
書
い
て
あ
る
力
士
の
名
前
・

所
属
部
屋
・
番
付
・
出
身
地
な
ど

を
読
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
懸
賞
金
が
掛
け
ら
れ
た
取
組
の

場
合
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
も
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
と
も
言
え
る

特
徴
あ
る
書
体
の
「
相
撲
字
」
で

書
か
れ
た
貼
り
紙
な
ど
も
、
全
て

行
司
が
書
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
貼
り
紙
は
、
会
場
の
み
な
ら

ず
、
支
度
部
屋
入
口
な
ど
に
も
は

っ
て
あ
り
、
中
に
は
マ
ナ
ー
を
促

す
注
意
事
項
な
ど
も
書
い
て
あ
り

ま
す
。

▲稽古の合間に見せる素顔

▲お二人とも、行司さん

▲TPC のインタビューを受ける正代関を
　冷やかし通りすぎる栃ノ心関

ププッ･･

　大体、10 ～ 15 分で出
来ます。床山さんによっ
て形も若干違うそうです。

　
真
冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
観

客
の
熱
気
に
溢
れ
た
町
民
体
育

館
。

　
「
家
族
は
相
撲
好
き
な
ん
で
す

が
、
私
自
身
は
今
ま
で
興
味
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
生
で
見
た

ら
面
白
い
で
す
ね
」
と
町
内
在
住

の
女
性
は
取
組
を
終
え
花
道
を
歩

く
力
士
に
拍
手
で
健
闘
を
称
え
な

が
ら
言
い
ま
し
た
。

　　
熊
本
出
身
の
力
士
が
土
俵
に
上

が
る
度
に
場
内
は
大
き
な
声
援
と

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
横
綱
の

土
俵
入
り
で
は
、
白
鵬
関
が
力
強

く
四
股
を
踏
む
と
、「
よ
い
し
ょ

!!
」
と
観
客
席
か
ら
掛
け
声
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
相
撲
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
活

力
。
こ
の
声
援
や
「
よ
い
し
ょ
」

の
掛
声
は
、
ま
る
で
地
震
か
ら
の

復
興
に
対
す
る
南
阿
蘇
地
域
住
民

自
身
へ
の
気
概
を
も
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。

よっ
、

色お
とこ
！

行ぎ
ょ
う
じ司
さ
ん

　  

　
の
お
仕
事

感
動
と
勇
気
与
え
る

満
員
御
礼
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広  

告

　本町と友好宣言を結んでいる長野県
高森町から、今年１月に就任した壬

み
生
ぶ

照玄町長が来庁。今から 20 年以上前
に締結した友好宣言により、熊本地震
発生直後に、長野県・高森町から物資
や義援金の支援を頂いたのは記憶に新
しいところ。壬生町長は、「地方創生
の観点でも、友好都市を結んでいると
いうのは大きな鍵。今後は、交流を更
に深めたい」と挨拶しました。

　「阿蘇」をテーマに描かれた作品 67
点が県内外から出品され、入賞・入選
した 39 点を高森総合センターで展示
しました。特選一席は竹田市・川野和
男さん作「パワースポット（上色見）」。
上色見熊野座神社のきめ細やかな描写
がすばらしく、格調高い作品であると、
審査員も高く評価しました。

　高森町と高森高校が学校施設を避難
所として指定する協定を結びました。
県教育委員会が県立学校を避難所など
に指定する取組の一環で、現在までに
県立高校約 40 校が災害時の避難所等
に指定されています。今後、避難所等
の設置運営に関するマニュアルなどを
整備したり、開設に際し訓練を行った
りと町と高校とで協力していきます。

12月14日（金） 12月13日（木） 11月7日（水）〜11日（日）

　12 月 10 日（月）ローソン阿蘇高森
店において、振り込め詐欺被害未然防止
功労に対する感謝状の贈呈式が行われま
した。同店舗で７ヶ月という短期間に３
回も架空請求詐欺被害を未然に防止した
ことは本県でも例のないことです。いず
れも、プリペイドカードや電子マネーの
高額購入をしようとした人に店長や店員
が声かけを行い、振り込め詐欺を未然に
防止しました。
　感謝状は、ローソン阿蘇高森店に対し、
熊本県警察本部の生活安全部長から贈呈
されました。

　みなさんから寄せられる
１１０番通報は、事件・事
故の早期解決に大きな役割
を果たしています。「緊急通
報用」として事件・事故な
どの通報をしてください。

　目標物がない場合は、最寄りの電柱に
書いてある九州電力の電柱番号を教えて
ください。
　耳や言葉の不自由な方のために、ファ
ックス１１０番・メール１１０番もあり
ます。
ＦＡＸ番号　０９６−３８２−２１１０
メールアドレス
kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp

110 番での要点
　なにが ･･･ 何があったか
　　　　　　（事件か、事故か）
　い　つ ･･･ 何時ころあったのか
　どこで ･･･ 発生した場所、目標物

問 ☎６２−０１１０
 通報・相談 110

第２８回
高森町大阿蘇絵画展

防災体制の充実・
強化を見据え『高森町』繋がりで・・

振り込め防止で表彰！
１月１０日は
 「１１０番の日」！

　食品ロスの約半分は家庭からのものです。日
本人１人当たりに換算すると、年間約 50 キロ
グラム、毎日お茶碗約１杯分（約 140 グラム）
の食べ物が捨てられている計算になります。
　家庭でできる食品ロス削減のポイントは、「必
要な量だけ購入」して、おいしく「食べきる」
ことです。

【買物】　事前に冷蔵庫内などを確認
　　　　買物は使う分だけ
　　　　消費期限を確認して食品を選択

【保存】　保存方法に従って最適な場所に保存
　　　　期限の長い食品を奥に、近い食品を手前に

【調理】　残っている食材から使う　　
　　　　食べきれる量を作る
　　　　食材を上手に食べきる
　定期的に冷蔵庫内などを整理する日を決める。
　（例：毎月○日はあるものでお好み焼きデー）

～家庭偏～

今日から実践！食品ロス削減

問 消費生活相談室　☎６２−１１１１

しょうげん
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告

　平成 31 年度の町営住宅補充入居者を
募集します。平成３１年４月１日から翌
年度末までに出た空室への入居となりま
す。入居を希望される方は、この機会に
応募ください。（原則、募集期間外は受
け付けません。また、入居をお約束する
ものではございません）。

　　　　　高森町役場開庁時間内
申込場所：役場　建設課住宅係
　詳細はお問い合わせください。

　事前予約した上で、次の
面接相談日を設けています。

●所得税、個人事業者の消費税、贈
与税、相続税、譲渡所得に関する
相談

●法人税、消費税、源泉所得税、印紙
税などの諸税

年　金　国民年金保険料は社会
保険料控除として所得から控除され、
税額が軽減されます。対象となる保険
料は、過年度分などで追納された保険
料や家族の保険料を代わりに支払った
分も控除対象となります。年末調整や
確定申告を行う際、納付の領収書など
が必要になります。
　老後や不慮の事故など、万一のときに
年金を受け取るために、控除を利用しな
がら保険料はキチンと納めましょう。

社会保険料

控除の対象です !
お困りですか？

乗ります！税相談

問 阿蘇税務署　☎２２−０５５１

税

2 月  1   日（金）

1 月 30 日（水）
問　住民福祉課　　
　 ☎６２−１１１１ 内線１３３

　11 月 24 日 ( 土 )・25 日 ( 日 )、宮
崎県で開催された ｢第５回なでしこ
MIYAZAKI カップ九州大会｣ で見事
優勝し、平成 31 年 2 月 23 日 ( 土）・
24 日（日）に滋賀県で開催されます
全国大会「第 8 回びわ湖ＣＵＰなで
しこサッカー大会Ｕ -12」に出場が決
定しました。

　11 月 29 日（木）に町民グラウン
ドで開催したソフトボール大会。旭球
友、南球、T-DELUXE、ファイヤー
マン、高森警察署、Warakees の６
チームが参加しました。

　11 月 18 日（日）、荒尾市体育セン
ターで開催された柔道大会。小学１年
男子の部重量級において、三森元貴く
んが、小学２年男子の部軽量級におい
て三森悠聖くんがそれぞれ優勝し、二
人とも昨年に続き２連覇となりまし
た。

▲ T-DELUXE。
　最優秀選手・井上さん（前列右から 2 番目）

▲左：三森悠聖くん、右：三森元貴くん

　11 月 18 日 ( 日 )、宮崎県五ヶ瀬町
で開催された大会に参加。その中で、
小学校男子の部 5 人制において見事
3 位入賞しました。

問 高ＳＰＯ事務局 ☎62−2991 http://www.takaspo.jp/

高SPOだより
高ＳＰＯはスポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ） の助成を受けた事業です。
※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。ＷＥBページもぜひご覧ください！

高森町スポーツ活動報告

MIYAZAKI カップで優勝 !! 全国大会へ !!

高森町ナイターソフトボール大会

第８回荒尾市柔道協会親善柔道大会

第16回  五ヶ瀬町剣道練成記念大会

・山口　咲さん
・杉本　茉優さん
・嶋田　愛百莉さん
・嶋田　愛百菜さん
・藤本　彩希さん
・林　るる愛さん

・優　勝　T-DELUXE
・準優勝　ファイヤーマン
・３　位　Warakees

《 個人表彰 》
・最優秀選手賞
　井上　孝史さん
　（T-DELUXE）
・優秀選手賞
　住吉　海さん
　（ファイヤーマン）

・德丸　新太くん
・興梠　七菜さん
・近藤　颯太くん
・草場　樹生くん
・德丸　光樹くん

町営住宅入居希望者へ

問 建設課住宅係　
　 ☎６２−１１１１　内線１４５

募集期間：１月 7 日（月）から

　　         ２月８日（金）まで
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健　康

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
６
２

−

３
３
１
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
だ
よ
り

☆作って食べよう！の会
11 月 26 日（月）

子育て

　食育相談の一環として、上色見総合
センターでチキンカレーと水炊きを作
りました。大人用料理の途中で調理中
の材料を取り出し「ゴックン期」「モ
グモグ期」「カミカミ期」や「パクパ
ク期」など各成長段階に合わせ離乳食
に転用。お父さんやおばあちゃんなど
も参加し、終始和やかムードでした。

　阿蘇教育事務所から「親の学びプロ
グラム」の先生をお招きし、子育ての
悩みに関する事例を学びました。その
後、サイコロトークで参加者の抱えて
いる悩みなどを話し合いました。「悩
みを出し合える友達がいると心に余裕
がうまれる」や「自分だけじゃなくて
安心」などの感想が出ました。

☆子育てディスカッション
11 月 12 日（月）

　阿蘇市からインストラクターを招
き、ヨガを行いました。お母さんだけ
で行うもの、赤ちゃんを抱っこしなが
らするもの、赤ちゃんをマッサージす
るものなど、豊富な内容で、参加者か
らは「呼吸法だけでも体がリラックス
するんだとわかりました」「気持ちが
すっきりして、日頃のもやもやもなく
なりました」と好評でした。
　今年度は３月にもう１度実施しま
す。今回参加できなかった方は、次回
是非ご参加ください！ 　2 月は、定例の会のほか「オニさんと

お友達になろう！会」「作って食べよう！
第２弾～米粉のおやつ～」「フットケア
の会」を計画しています♪

☆親子ヨガの会 
11 月 30 日（金）

ス ケ ジ ュ ー ル

　
血
圧
は
食
事
の
取
り
方
や
運
動

習
慣
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　
運
動
不
足
や
塩
分
の
取
り
過
ぎ

で
血
圧
が
上
が
る
の
は
、
体
重
が

増
え
る
こ
と
で
血
液
量
が
増
加
す

る
こ
と
や
塩
分
が
水
を
呼
び
浸
透

圧
の
影
響
で
血
液
量
が
増
え
る
た

め
で
す
。

　

腎
臓
は
細
か
い
血
管
の
塊
で
、

1
分
間
に
1
リ
ッ
ト
ル
も
の
血
液

が
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た

め
血
液
量
が
増
え
る
と
腎
臓
に
か

か
る
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
腎
臓
の
働
き
や
腎
臓
を

守
る
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

① 

血
液
を
ろ
過
し
、
不
要
な
も
の

は
尿
中
に
排
泄
す
る
こ
と
で
血

液
を
き
れ
い
に
保
つ

② 

水
分
や
塩
分
を
調
節
し
血
圧
を

一
定
に
保
つ

③ 

酸
素
が
不
足
す
る
と
赤
血
球
を

つ
く
る
よ
う
造
血
ホ
ル
モ
ン
を

出
す

④ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
し
カ
ル

シ
ウ
ム
や
リ
ン
の
吸
収
率
を
上

げ
、
骨
を
丈
夫
に
す
る

（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
電
解

質
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
、
こ

む
ら
返
り
、
筋
力
の
低
下
、
骨
粗

し
ょ
う
症
、
関
節
痛
な
ど
の
原
因

に
な
り
ま
す
）

　

こ
の
よ
う
に
腎
臓
は
、
人
が
生

き
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
度
悪
く
な
っ
た
腎
臓
を
元
に

戻
す
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓

の
敵
を
少
な
く
し
、
腎
臓
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

血
管
を
傷
め
る
と
と
も
に
腎
臓

の
余
計
な
仕
事
を
増
や
す
、
肥
満・

高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
・

高
尿
酸
血
症
な
ど
で
す
。

　　
ま
ず
は
健
診
を
受
け
、
尿
酸
値・

eG
FR

・
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
な
ど

が
分
か
る
血
液
検
査
、
尿
検
査
や

血
圧
測
定
結
果
か
ら
腎
臓
そ
の
も

の
の
働
き
や
腎
臓
の
敵
の
現
状
把

握
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
は
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に

注
意
し
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ

と
、
運
動
不
足
の
解
消
、
血
圧
や

血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
。
ま
た
、
腎
臓

は
感
染
や
ス
ト
レ
ス
に
も
弱
い
た

め
、
質
の
良
い
睡
眠
や
休
息
を
と

り
、
自
律
神
経
を
整
え
、
風
邪
を

引
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

腎
臓
を
知
ろ
う
！
　
ー
腎
臓
の
働
き
と
守
る
方
法
ー

問 

健
康
推
進
課 

健
康
推
進
係

    　
　
　
　
　
　
☎
６
２

−

１
１
１
１ 

内
線
１
２
４

健
康
講
座

●
腎
臓
の
働
き

●
腎
臓
の
敵
と
は
？

●
腎
臓
を
守
る
方
法

　休暇村南阿蘇で落ち葉の布団に寝転
んだり、踏んだり、埋もれたり、思い
っきり親子で楽しみました。

☆公園で遊ぼうの会　第３弾！
11 月 16 日（金）

　平成 31 年度からの農業委員と農地利用最適
化推進委員の推薦および応募の受付を行います。

みんなで考える 農地の将来！

問 高森町農業委員会　☎６２−１１１１　内線４１４，４１５

項 目 農業委員 農地利用最適化推進委員

職 務 内 容 　総会などで農地の権利移動・農地転
用などの許可について審議、助言する。

　農地利用の最適化を図り、現場に赴
き農地利用状況や意向などを調査する。

募 集 人 数 １４人 １８人

任 期 平成 31 年４月１日から３年間 　農業委員会が委嘱する日から 3 年後
属する年の３月 31 日

報 酬 年額１７０, ５００円 年額１５５, ０００円

応 募 資 格 　農業に関する識見を有し、農地利用の最適化に関する事項やその他の関連事
項に対し、職務を適切に行うことができる人。兼任はできません。

応 募 方 法
　町公式ホームページや農業委員会事務局で配布する所定の様式に必要事項を
記入し、郵送または持参により応募してください。自薦、他薦は問いません。
持参の場合、役場開庁日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで受け付けます。

応 募 期 間 平成 31 年１月 15 日（火）から２月 12 日（火）まで     当日消印有効

　九州初となる「くまもと林業大学校」
が平成 31 年４月に開校！
　林業就業希望者を対象とした林業従
事者・経営者育成コースの長期課程で
は、受講者を募集します。
■実施場所　
　座学：熊本県林業研究指導所
　現場：阿蘇・上益城地域
　200 日間（座学 50 日、実習 150 日）
■募集定員　20 人程度
■一般選考　

　授業料は無料。
　最新情報は、熊本県のホームページ内

「くまもと林業大学校」を参照ください。

くまもと林業大学校
 受講者募集！

問 県農林水産部森林局林業振興課
☎０９６−３３３−２４４４

2月1日（金）から15日（金）まで
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町発注工事と業務委託契約状況 ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）平成30年11月6日分
番号 担当課 契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

1 建設課 平成30年11月6日 町営住宅外壁塗装工事（下町団地） 平成30年11月  6日から
平成31年  1月18日まで 株式会社　井上 5,994,000円

2 建設課 平成30年11月6日 高森町路面性状・構造調査業務委託 平成30年11月  6日から
平成31年  1月31日まで 日本道路株式会社熊本営業所 6,134,400円

3 建設課 平成30年11月6日 菅山橋他１橋橋梁補修及び架替調査
測量設計業務委託

平成30年11月  6日から
平成31年  2月28日まで 株式会社建設プロジェクトセンター 10,432,800円

町長 のうごきKusamura Daisei

● 40 回の公務・会議への参加の一部です。
● 他、27 回の準公務・政治活動への参加を行いました。

11月21日〜12月20日

11月 24日（土）部落開放第 31 回熊本県研究集会（八代市）
坂本てつし国政報告会

25日（日）高森体育協会色見支部体育大会
26日（月）阿蘇・高森産品 PR イベント（エンタメ業界と

連携したまちづくり事業）（東京都）
28日（水）全国町村長大会（東京都）

12月　2日（日）補正予算（案）についての意見交換会（熊本市）
議会講演会

4日（火）阿蘇地域振興局長、部長意見交換会
7日（金）熊本県町村会評議員会（熊本市）
8日（土）大相撲阿蘇高森場所

10日（月）ASO カルデラスーパーマラソン実行委員会（阿蘇市）
阿蘇広域正副管理者会議（阿蘇市）

13日（木）高森高校との防災協定締結式
14日（金）長野県高森町長表敬訪問
18日（火）高森町駐在嘱託員会議
20日（木）南阿蘇防犯パトロール隊全国表彰祝賀会

日　時 金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

10月27日 3,900円 御神酒 川上神社秋季大祭の折御神酒 満屋商店

11月26日

1,450 円 研修御礼 町税賦課徴収に係る集合税方
式の視察御礼 氷川町役場

10,000円 御祝
株式会社じぞう屋『ZENON 
SAKABA』オープニングレセ
プションパーティー

株式会社じぞう屋

12月14日 25,000 円 渉外 長野県高森町長来町時交流会 株式会社堀開発

11月21日～
12月20日 22,000円 弔慰 窓口香典代 11件

町長交際費 
（お悔やみ含む）

平成 30年度の交際費の予算は１年間で 120万円です。
残りの額は 485,861 円です。
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ょ
うが
い
の
あ
る
人ひ
と
と
人じ
ん
け
ん権

　

障し
ょ
うが
い
の
あ
る
人ひ
と

の
自じ
り
つ立
や
社し
ゃ

会か
い

参さ
ん
か加
が
阻は
ば

ま

れ
る
要よ
う
い
ん因
の
一ひ
と

つ
と
し
て
、「
障し
ょ
うが
い
」
に
つ
い
て

の
理り
か
い解
や
配は
い
り
ょ
ぶ
そ
く

慮
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か

ら
生し
ょ
うじ
る
誤ご
か
い解
や
偏へ
ん
け
ん見
の
た
め
に
、
障し
ょ
うが
い
の
あ

る
人ひ
と

の
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ゃ
か
い
さ
ん
か

会
参
加
が
阻は
ば

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
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で
し
ょ
う
か
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ま
ず
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障し
ょ
うが
い
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か
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す
る
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つ
よ
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で
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。

障し
ょ
うが
い
は
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く
べ
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は
な
い

　

病び
ょ
う
き気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障し
ょ
うが
い
を
持も

つ
こ
と
に
な

る
可か
の
う
せ
い
能
性
は
誰だ
れ

に
で
も
あ
り
ま
す
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高こ
う
れ
い齢
に
な
る

と
、程て
い
ど度
の
差さ

は
あ
っ
て
も
、体か
ら
だの
機き

能の
う
が
低て
い
か下
し
、

何な
ん
ら
か
の
障し
ょ
うが
い
が
現あ
ら
われ
る
も
の
で
す
。

　

誰だ
れ

に
と
っ
て
も
、
障し
ょ
うが
い
と
は
身み
ぢ
か近
な
も
の
で

あ
り
、
決け
っ
し
て
他た

人に
ん
事ご
と
で
は
な
い
の
で
す
。

人
じん

　権
けん

人ひ
と
と
し
て

　2019 年は、ラグビーワールドカッ
プや女子ハンドボールが熊本県で開催
されます。高齢者や障がいのある人な
ども含め、多くの観戦客や観光客が訪
れます。
　互いに理解を深め、すべての人が安
心して楽しめるように県民みんなが「心
のバリアフリー」でお迎えしましょう。

心のバリアフリーで
迎えよう！

問 県健康福祉部子ども・障がい福祉局
　  障がい者支援課
　 ☎０９６−３３３−２２３６
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おくやみもうしあげます１1月受付分 （敬称略）

広 報広 報

１
平成 31年１月 7日発行
発　行／高森町
編　集／政策推進課
〒 869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

TEL 0967−62−1111　 FAX 0967−62−1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印　刷／株式会社　有明印刷

携帯電話・スマートフォンからのＨＰアクセスはこちら

▲

高森カレンダー

　（対前月末）平成３０年１1 月３０日現在

まちの

人口

さけかすさんぽスタンプラリー特典

～冬は、高森でさけかす巡り～

選べる特典 !!

さけかすさんぽ

オリジナル
お猪口

さけかすさんぽ

オリジナル
手ぬぐい

 高森町観光協会　☎６２－２２３３

　阿蘇・高森町の地酒「れいざん」の
しぼりたての酒粕を使って、高森町の
16 の店舗がイベントのためにオリジナ
ル酒粕商品を開発し、販売します。
ヘルシーな酒粕にあらたな魅力に出会
いましょう！

山村酒造
営業時間　9：00～17：00
定  休  日　不定休
Tel：0967-62-0001

17 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

24 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

24 ㊍ 1 歳児健康相談 13:00 ～ 高森総合センター

29 ㊋ 5 ～ 6 ヶ月児健康相談 9:30 ～ 高森総合センター

31 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

5 ㊋ 9 ～ 10 ヶ月児健康相談 9:30 ～ 高森総合センター

7 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

14 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

14 ㊍ 1 歳 6 ヶ月児健康診査・
フッ素塗布 13:00 ～ 高森総合センター

1

2

月

月

診療は午前９時から
午後５時まで

編
集
後
記

山辺　晋輔 様 田上　愛子 様 岩下　辰子 様

重野　瑞軒 様 阿南三喜子 様 吉良山郁夫 様

北　昭士郎 様 ※匿名寄付者　1 名

1 月 16 日～ 2 月 15 日

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号
1月20日 南郷谷整形外科医院 ☎ 0967（62）3351
1月27日 藤本医院 ☎ 0967（67）0020
2月  3日 平田医院 ☎ 0967（62）0216
2月10日 のむら内科クリニック ☎ 096   (292）2250
2月11日 阿蘇立野病院 ☎ 0967（68）0111

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族
高　森  （昭和南） 重野ヤスコ ８３歳 重野　瑞軒
高　森（天　神） 上田　妙子 ８１歳 上田　俊三
高　森（　森　） 岩下　謹治 ８２歳 岩下　辰子
草　部（灰　原） 田上　誠記 ９０歳 田上　愛子
高　森（横　町） 岩下　松江 ８１歳 岩下　定春　
高　森（下　町） 山邊ユキ子 ９３歳 山辺　晋輔

人口／６, ４７０人　　（＋　３）
男性／３, １２４人　　（＋　８）
女性／３, ３４６人　　（△　５）
世帯／２, ８９４世帯　（＋　５）

　※住民票の住所で掲載しております。
　　施設に入所されていた方は、施設住所での掲載となります。

January

February

　12 月 10 日（月）～１月 31 日（木）
間で、当館で公募しました作品展を開催
しています。画家中井葉香氏の紅く染ま
る根子岳を描いた「紅い山」をはじめ、
絵画・写真・竹細工・・8 名のとりどり
の作品が並んでいます。寒い冬、ビジタ
ーでほっこりタイムしませんか？

　高校、大学などへの入学時・在学中にかかる
費用を対象とした公的な融資制度のご案内です。
　お子様 1 人につき 350 万円以内を、固定金利（年 1.78％）
で利用できます。詳しくは、「国の教育ローン」で検索するか、
下記コールセンターまでお問い合わせください。

活用しませんか 国の教育ローン

とりどり作品展

問 教育ローンコールセンター
　 ☎０５７０−００８６５６ または ０３−５３２１−８６５６

　

平
成
時
代
最
後
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

本
年
も
広
報
た
か
も
り
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
号
で
は
先
月
行
わ
れ
た
大
相
撲
阿
蘇
高
森
場
所
の
様

子
を
特
集
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
付
け
焼
き
刃
の
よ
う
な
知
識
で
臨
ん
だ

取
材
で
し
た
が
、
や
は
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
お
隣
に
た

ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
相
撲
協
会
の
方
に
色
々
質
問
す
る
と
、
懇
切
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
後
に
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

方
は
な
ん
と
「
行
司
」
さ
ん
で
し
た
。
記
事
に
も
書
い
て
お
り
ま
す

が
、
広
範
囲
に
仕
事
を
抱
え
て
い
な
が
ら
、
私
の
よ
う
な
素
人
ま
で

相
手
に
し
て
く
だ
さ
り
・
・
・
。
と
は
い
え
、
今
ま
で
知
る
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
相
撲
の
世
界
で
す
が
、
高
森
巡
業
で
そ
の
魅

力
に
気
付
き
、本
場
所
を
本
気
で
見
に
行
こ
う
か
と
思
っ
た
私
で
す
。

行
司
さ
ん
は
、「
こ
う
や
っ
て
地
域
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
も
巡
業

の
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
巡
業
な

ら
で
は
で
し
ょ
う
が
、
相
撲
の
魅
力
は
土
俵
の
外
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
思
う
相
撲
の
魅
力
も
、
是
非

教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！　

       （
裕
）

問 南阿蘇ビジターセンター　☎６２−０９１１

（順不同）

町社会福祉協議会へご寄附いただきました。
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